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松 田 理 絵一年五組
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「命って何だろう－」

　本の一ページ目にある問いです。この本を書店で
立ち読みした時、思わずその場で考え込んでしまい
ました。
　『命』。簡単な言葉では表せない、とても大切なも
の。でも、親、先生、大人に問いかけても、きっと
明確で正しい答えは返ってこないものだと思いま
す。
　そんな漠然とした問いを、大瀬さんは小学三年生
に問いかけました。
　大瀬さんは、『いのちの授業』を行った、浜之郷小
学校の校長でした。大瀬さん自身が癌と言う病に
罹ったことをきっかけに、いのちの授業を始めたそ
うです。今は、天国で子供たちの成長を見守ってい
ると思います。
　大瀬さんは、六年生の授業の時には、二体の人骨
を写した写真を、子供たちに見せました。
　浅間山の噴火で亡くなったらしい方の写真でし
た。
　「この二人の女性達の関係を考えてもらいたい」
　人骨は折り重なった状態。高台へ避難している最
中だったようです。
　「もし、自分が下で背負っている女性の立場だった
ら？」
　家族なら何があっても、見殺しには出来ない、そ
う思いました。そう考えて、醜く自分が残酷なこと
を思った事に気付きました。家族だったら助ける。
では、赤の他人なら？あと少しで絶対に助かる場所
に行ける。そんな状況で、果たして自分は全くの他
人を助けられるのか？直ぐに、『助けられる』と答え
たいという思いはあります。でも、実際はとても難
しいことのように思えるのです。全ての命は平等に
大切で、尊いものという事は分かっているつもりで
したが、本当には分かっていなかったのだと実感さ
せられました。
自分の命よりも大切な存在。家族だと断言できます。
家族がいてこその私です。家族が誰か一人でもいな

くなったら、今の私ではいられないはずです。でも、
赤の他人－親友や友達ならともかく、本当に赤の他
人になってしまうと、自分の命を優先してしまう気
がします。私には、そんな場面に出遭うような事は
ないでしょうけれど、『もしも』と考えると、どれだ
け嫌な奴なのだと思えてしまいます。自分を聖人君
子だとは思っていないので、普通の人間はそんなも
のだとは思いますが、それでも、そう思わずにはい
られないものがあります。
　本の最後、命の授業を受けることが出来た、当時
五年生の男の子は、大瀬さんの出てくる夢を見たそ
うです。
　友達と二人で重い病気に罹っている夢。そこに大
瀬さんが薬を二つ持って現れて、二人に言ったそう
です。『一つ飲めば一日長生きできるよ。二つ飲んだ
ら、病気が完治するよ』と。この夢を見た男の子は、
まだ答えが見つからないと言っていました。一つ飲
めば、二人とも一日だけ生き長らえられる。二つ飲
めば、自分は治るのです。それを、今言われたなら、
そりゃあ生きたいです。やり残したこと、やりたい
こと、まだまだあるのですから。でも、友達の命を
犠牲にしてまでやりたいことじゃないです。命を犠
牲にしてまでやりたいことなんて、世の中どの位あ
るのでしょうか？
　この本を読んだことで、自分の嫌なところが見え
てきました。見えてきても、『生きられるなら、生き
たい』と思っているので、なんだかなあと自分で呆
れたりもします。
　大瀬さんは、そんな自分の汚いところも曝け出し
て、授業として子供たちに伝えていました。癌と言
う病気に罹ったというのに、それを受け止め、辛さ
と恐怖を自分の内に押し留めてまで、子供たちに『命
の尊さ』を伝えた事は、尊敬できるものでした。
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